
附表－19

（第1号様式) 　　年　　月　　日

（作成責任者）　　　　　　　　　　　　　　　　印　　

堤防

効果 m

被害 m

玉 玉

本 本 本 本

玉 玉

国
区分

㎡ ㎡ 戸 m m 人

家 鉄道 道路 人口

㎡ ㎡ 戸 m m 人

居住者の出動状況

他団体・警察
からの応援状況

立退きの状況及び
これを指示した理由

水防関係者の死傷

雨量水位の状況

（水防活動または被害状況写真）（水防活動または被害状況写真）

枚 枚

枚 枚
使
用
資
材 縄

丸太

その他

水防活動または
被害状況写真

人
枚

県

枚

計
付帯支出分

　工法：
　
　箇所：　　　　　　ｍ

計

　　　  川（　　　　　　　水位観測所)

警戒水位(氾濫注意水位)　　　　　　　m
　

　　　　　 　最高水位　　　　　　　m

畑

水防実施の
台風又は豪雨名

管理団体名

出動人員数
人 人

水防実施箇所

今回の水防活動に
関する 反省

備考

日時

雨量（　　　　 　　観測所)

　　　　　　mm/h

　
mm/24h

　　　　　　　　　　　　　　　右
　　　　　　　　　　　　　川　　 岸　　　　　　　　　　　　　　　　　地先　　　　　　　　ｍ
　　　　　　　　　　　　　　　左

出水
の

概況

枚

枚

水防作業の
概況及び工法

土のう類

蓆(むしろ)
ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ

管理団体分

田

（水防実施箇所の位置がわかる地図の写しを添付すること）

水
防
の
結
果

水 防 実 施 状 況 報 告 書　　　（水防を行った箇所ごとに作成するもの）

消防団員 その他

自　　　　　月　　　　　日　　　　　時

至　　　　　月　　　　　日　　　　　時
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（第２号様式）

　　　年　　　月　　　日

作成責任者　氏名：　　　　　　　　　　

堤防

効果 m

被害 m

人 人 人

第２号様式
 　１　各管理団体より提出された第１号様式と土木センター(事務所)で作成した１号様式を集計して、第２号様式を作成すること。
　 ２　第２号様式に第１号様式を附して水防本部長に２部提出すること。
　   　水防本部長は、提出された各様式を国(北陸地方整備局）に１部提出すること。
　 ３　様式の作成にあたっては、以下の点に留意すること。
     ア　出水の状況
　　      出水当時の模様を具体的に記入すること。(降雨の期間、降雨状況、河川水位状況、公共土木施設の被害状況など)
　　 イ　水防実施の日時及び終結日時
　　      出動の最も早かったものと最終解散のものについて記載のこと。
     ウ　出動員数は延人数を記入してください。
    エ　水防活動の実施箇所数
　　     箇所数のみ記載すること。
    オ　水防活動の概要
　　　　　水防管理団体及び土木センター(事務所)で実際に行った工法の種類と延長を記載すること。

水防
活動

実施箇所数

出動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箇所

蓆(むしろ)
ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ

概要

計
枚

枚

その他

水防実施状況報告書記載上の注意

第１号様式
  １　各水防管理団体及び土木センター(事務所)で水防を行った箇所ごとに作成すること。
  ２　各管理団体においては、所轄土木センター(事務所)に箇所ごとの報告書を３部提出すること。
  ３　水防を行った箇所の位置がわかる地図の写し等を添付すること。
  ４　水防活動また被害状況の写真は、下欄に概要や位置について記入すること。
  ５　一般及び溜池関係は、各々別とすること。

日時
自　　　　　月　　　　　日　　　　　時

至　　　　　月　　　　　日　　　　　時

消防団員 その他

枚

枚

土のう類 枚

鉄道 道路

○○土木センター(事務所) 水防実施状況報告書

（土木センター（事務所）で作成する総括表）

出動団体名

出水の状況

畑 家

m

縄 玉 玉

人口

m 人

県

枚

枚

国

枚

㎡

㎡ ㎡ 戸

㎡ 戸 m m 人

使
用
資
材

区分 管理団体分
付帯支出分

計

水
防
の
結
果

田

玉 玉

丸太 本 本 本 本
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